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はじめは本当に⼤変だった 

「挑戦をつづけた はじまりのモノづくり」 展 
川島織物⽂化館 2021 年 7 ⽉ 19 ⽇（⽉） 〜 2022 年 6 ⽉ 30 ⽇（⽊） 

株式会社川島織物セルコン（本社：京都市左京区 社
⻑：⽊村弘⼀）は、本社に併設の川島織物⽂化館（京
都市左京区）で、「挑戦をつづけた はじまりのモノづくり」展を、
7 ⽉ 19 ⽇（⽉）より開催します。 
モノづくりに携わる⼈の多くが憧れるヒット商品。家電製品から
スマートフォンまで様々な新製品と共に、私たちの暮らしは便
利に豊かになってきました。⼀⽅で、開発者の苦労は計り知れ
ず、挑戦者の⾏動には多くのヒントが隠れています。 
川島織物セルコンの創業⼆代⽬である川島甚兵衞も、新製
品を開発し続けた⼀⼈で、⽇本の住環境にマッチした室内装
飾を編み出し、今⽇のカーテンや壁紙につながる織物を⽣産
しました。 
「挑戦をつづけた はじまりのモノづくり」展では、⼆代川島甚
兵衞が渡欧時に収集した⾒本裂や試織、織下絵などから挑
戦をつづけたモノづくりを紹介します。 

開催概要 
タ イ ト ル ： 挑戦をつづけた はじまりのモノづくり 
会    期 ： 2021 年 7 ⽉ 19 ⽇（⽉）〜 2022 年 6 ⽉ 30 ⽇（⽊） 
場    所 ： 川島織物⽂化館  

（京都市左京区静市市原町 265） 
休 館 ⽇ ： ⼟・⽇・祝祭⽇、夏期、年末年始、 

川島織物セルコン休業⽇ 
⼊ 館 料 ： 無料 
※ ご⾒学は完全事前予約制です。 
※ 新型コロナウイルス感染防⽌のための対策を講じた上で、

運営をしています。ご不便をおかけいたしますが、ご理解
とご協⼒をいただきますよう、よろしくお願いいたします。 
詳細は ホームページ をご確認ください。 

https://www.kawashimaselkon.co.jp/bunkakan/ 

 
 

①      

⼤きな織物を織りたいと考
えた甚兵衞は、織機を改
良し、幅約 18m の織物が
織れる「綴織⼤機（つづれ
おりおおばた）」を完成させ
た。（1903 年頃） 
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左上：綴織壁

右上：明治宮

左下：綴織壁

右下：綴織壁
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宮殿婦⼈室緞帳
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■川島織物⽂化館 概要■ 

1889（明治 22）年に⼆代川島甚兵衞が京都・三条⾼倉に建てた三階建ての洋館「織物参考館」に始まる国内最古の企

業博物館。初代・⼆代 川島甚兵衞がモノづくりの研究のため世界中から収集した染織品、古書類、製作してきた原画類・試

織など、織物に関する貴重な資料を保管しています。 

館内では、これらの史資料や当社が⼿がけてきたプロジェクトにまつわる資料やエピソードを紹介し、織物の魅⼒や当社のこだわ

りのモノづくりを紹介しています。 

 

所 在 地 ： 〒601-1192 

 京都市左京区静市市原町 265 

 株式会社川島織物セルコン内 

T E L ： 075-741-4120 

開 館 時 間 ： 午前 10 時〜午後 4 時 30 分（⼊館は午後 4 時まで） 

休 館 ⽇ ：⼟、⽇、祝祭⽇、夏期・年末年始（川島織物セルコン休業⽇） 

⼊ 館 料 ： 無料 

⾒ 学 予 約 ： ⾒学は事前予約制 

⾒学希望⽇の前⽇ 16 時までに電話でお申込み下さい。 

（※⽉曜⽇ご来館希望の場合は前週⾦曜⽇） 

ご予約専⽤ TEL：075-741-4323 

ホームページ：https://www.kawashimaselkon.co.jp/bunkakan/ 

ア ク セ ス ： ●地下鉄「国際会館」駅より 

・京都バス（50/52 系統）「⼩町寺」下⾞ 徒歩約 5 分 

・タクシー 約 10 分 

●叡⼭電⾞ 鞍⾺線「市原」駅下⾞ 徒歩約 7 分 

●京都駅より タクシーで約 40 分 

 

■川島織物⽂化館の運営について 

川島織物⽂化館は、新型コロナウイルス感染防⽌のため、⼿洗い・うがい・マスク着⽤の徹底、咳エチケットの実施などの対策を

講じた上で、運営をしています。ご不便をおかけいたしますが、ご来館のお客様にもご理解とご協⼒をいただきますよう、よろしくお

願いいたします。 


